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　2019年秋，暇を持て余していた私のスマートフォ
ンに，突然，一本の電話があった。本誌の編集部
からだった。
　「2次試験に満点答案が存在するという，ひと
つの都市伝説があるのですが……。山本先生の診
断士チームで探せないでしょうか？」
　「えっ⁉　無理ですよ！　あの試験に満点なん
てないでしょう……。正答だって示されていない
んですよ！」
　「そうですか……。山本先生の診断士チームで
も無理なことってあるんですね。では，他をあた
ります。ありがとうございました」
　「ちょ，ちょっと待ってください！　やりま
す！　やりますよ！　我々に不可能なことなんて
ないんですから！」

作戦会議

　こうして我々は，編集部からの依頼を受け，診
断士2次試験の謎を解明すべく，招集されたメン
バーとの顔合わせに臨んだ。集まったのは，それ
ぞれがこの依頼に相応しい精鋭ぞろいであった。
　参考書『ふぞろいな合格答案』シリーズの執筆
担当者，資格学校講師や受験生支援ボランティア
など，受験生支援に熱い志を持っている，かつ好

奇心旺盛なメンバーであった。しかし，それ以外
は，性別や年齢，経歴や出身地もバラバラな個性
豊かな顔触れであった。
　「そもそも，満点答案自体が存在するのかなぁ。
得点開示請求書面は，点数表示ではなく，“％”
表示ですよ。こっちは忙しいのに……」
　メンバーの一人がぼやいた。
　診断士2次試験には，ご存知のとおり，事例Ⅰ
～Ⅳまでの4科目が存在する。その合格基準は，
試験案内を確認すると「合計得点の60％以上の獲
得かつ40％を下回る事例がひとつでもないこと」
とある。
　つまり我々の調査対象は，100点ではなく100％
の答案であることがはっきりした。100％の答案
―まるで村上春樹の小説の一節のようだ。その
存在すらあやしい満点答案を持つ人間を探す。そ
れは調査なんてレベルではなく，もはや冒険や探
検のレベルに匹敵する話であった。
　なぜなら，仮に，この世の中に満点答案を持つ
人間がいるとしても，すでに診断士業界にいなか
ったとしたら，我々はアクセスするルートすら持
ち得ない。すでに合格して活躍している診断士た
ちにSNSを通じてアンケートへの協力を呼び掛
けた。そして，年度別ではなく，単純に事例ごと
の獲得得点別の人数をグラフ化してみた。
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